
（様式７） 

会  議  録 

会 議 の 名 称           令和５年度 第４回 上尾市立原市中学校学校運営協議会 

開 催 日 時          
令和６年２月１６日（金） 

 午前・午後３時００分 ～ 午前・午後４時３０分 

開 催 場 所          上尾市立原市中学校 図書室 

会長氏名 会 長  山田 正也 

出席者 (委員 )氏名          

会 長    山田 正也  

副会長    宮川 義弘  

委 員    坂本 忠光 、 中野 住衣 

       神宮 知子 、 髙村  彰 

       栗田  尚 、 武笠さおり 

教 頭    清水  諭 

校 長    洞派 英樹 

傍聴者   ０名 

議 題 
（１）学校関係者評価まとめについて 

（２）教職員の働き方改革について 

協 

議 

要 

旨 

協議の結果 意見の概要 

（１） 

学校関係者評価まとめにつ

いて校長・教頭が説明し、今

年度の成果と課題等について

委員の方から意見をいただい

た。 

・学校関係者評価を行うにあたり具体的な数値等を

示してもらうと、評価が行いやすくなる。 

・年間５～６回程度しか来校しないため、評価を自

信をもって行うことができなかった。学校関係者

評価を行うこと自体に意味を見出せない。 

・年度初めに学校関係者評価の用紙を事前に提示し

評価の観点を理解した上で教育活動を観察したり

学校運営協議会での協議を重ねたりしていくと評

価をしやすくなる。 

・授業参観や学校行事の様子を参観すると、原市中

学校の現状を知ることができた。今後もこのよう

な機会を増やしていく。 

（２） 

教職員の働き方改革につい

て、具体的な方策について熟

議を行った。 

・時間外在校時間を削減するため、原市寺子屋の存

続について熟議を行った。学校側としては、学校

主体の実施はできないことを再確認した。 

・おやじの会（現主催者）でも人材不足の面から主

催することが難しい現状がある。 

・施設の利用等の面で、学校がどの程度協力できる

のか、最終的に確認し存続可能かどうか検討する。 

 


